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この 規格 は， 工業 標準化 法に 基づいて， 日本 工業 標準 詞 の 審議 を 経て， 通商産業大臣が 制定した 日本 ェ 
* 規格で ある。 



主務大臣： 通商 « 業 大臣 瞩定 ： 平成 12. 10， 20 
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» 繊郎 会： B 本 工業 標準 謂壹会 消费 生活 部会 （被 会長 小 ft 山 二郎） 
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業 «»« 査 会の «» に 付 ざれ， 速やかに， 改正 又 止されます。 
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Guidelines for all people including elderly and people with disabilities 

—Packaging and receptacles 

序文 身体 機能が 低下した 高齢者， 障害者 を 含む すべての 人が 用いる 包装 • 容 器に 関し， 識別 性， 使用 性の 向上の た 
め 望ま しい 配慮 事項に ついて 規定して いる。 

し 適用 範囲 この 規格 は， 消費生活 製品の 包装' 容器 (袋 を 含む。） について 握力の 低下 又は 視力の 衰えが 見られる 
高齢者， 視覚 障害者 を 含む すべての 人に 対し， 使用に おける 識別 性， 使用 性の 向上 を 目的と して 配慮す る 設計 指針に 
ついて 規定す る。 

2. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 次に よる。 

a) 触覚 記号 手の指が 物に 触った ときに 起こる 感覚 を 利用した， 文字， 図形， テク スチ ユアに よる 記号 

b) 切欠き 外周の 一部 を 切り 欠いた 表示 

C) 点字 表示 目の 不自由な 人が 読む， 文字に 代わる 符号に よる 表示 

d) 凸 記号 凸状の 丸い 点 又は 凸状の 横 バーな ど 凸状の 記号 

e) ぎざぎざ 連続して 並んだ 凸 記号 

f) 絵文字 絵の ような 形で 表した 記号 

g) テク スチ ユア 素材 表面の 触感 

h) エンボス 浮き彫り による 表示 

3. 包装. 容器の 表示な どに 対する 配慮 事項 

3.1 開け 口， 開封 部の 場所 を 識別し やすくす るた めの 配慮 事項 開け 口， 開封 部の 場所 を 識別し やすくす るた めの 
配慮 事項 は， 次に よる。 

a) 開け 口， 開封 部の 場所が 視覚 的に 分かりやす いように， 周囲と 色彩， コントラスト を 変えて 目立つ ようにす る こ 

と。 

b) 開け 口， 開封 部 又は その 近くに 記号， 絵文字 又は 文字に よる 表示 を 見やす い 適切な 書体， サイズ， 色彩， コント 
ラス トで 明示して 分かりやすく する。 

C) 開け 口， 開封 部の 場所が 触覚で 認識で きる ように， 形状 又は テク スチ ユアな どで 周囲との 明らかな 差異 を 付ける 
こと。 

3.2 内容物の 識別 をす るた めの 配慮 事項 

a) 内容物の 識別が 視覚 的に 分かりやす いように グラフ ィ ック デザィ ンに 配慮 するとと もに， 文字に よる 表示 は 見や 
すい 適切な 書体， サイズ， 色彩， コントラストで 明示す る。 

b) 内容物の 識別が 触覚 的に 分かりやす いように， 触覚 記号， 切欠き， 点字 表示， 凸 記号な ど 併せて 明示す る。 

3.3 同一 又は 類似 形状の 包装 • 容器の 内容物 識別の ための 配慮 事項 同一 又は 類似 形状の 包装 • 容器の 内容物 識別 

のた めの 配慮 事項 は， 次に よる。 
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a) 飲料 用紙 パック 容器の 場合 は， 開け 口と 反対側 上部の 一部 を 切り 欠く などで， 同一 形状の 内容物の 識別 を 容易に 
する。 



例 牛乳 パック： 扇 状 切欠き 1 個， ジュース パック： 扇 状 切欠き 2 個 （図 1 参照） 
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a) 牛乳 パックの 場合 b) ジュース パックの 場合 

備考 切欠きの 半 g/? は， 2.5 mm 又は 6.5 mm とする。 
図 1 切欠き 例 

参考 切欠き は 利用者からの 強い 要望に よって 牛乳 及び ジュース だけ 切欠き を 付ける ことと した。 切欠き 表示の 
妥当性 及び 位置， 寸法に ついては 調査 中で あり， 図に 示した もの は 検討 案の 一例で ある。 
b) 小さな 凸， 点字 又は エンボス 加工 を 入れる。 

例 缶ビール， 缶 酒な どの 缶 入り 酒類 (図 2 参照） 




缶ビール， 缶 酒な どの 击 入り 酒類 
図 2 点字 表示の 例 

C) 容器の ふたの デザィ ンを 内容物の 種類に よって 変化 を もたせる。 
例 調味料 入れ (図 3 参照） 




図 3 容器 ふたの デザインの 例 

d) 容器の 側面に ぎざぎざ 状の 触覚 記号 を 施す。 

例 シャンプーと リ ンスの 識別に は 先に 使用す る シャンプーの 容器に だけ ぎざぎざ 状の 触覚 記号 を 付ける （図 4 



こしょう 



塩 



参照)。 
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図 4 シャンプー 表示の 例 



開け やすくす るた めの 配慮 事項 開け やすくす るた めの 配慮 事項 は， 次に よる。 

フィルム 容器の 場合で， コーナー を 切って 内容物 を 出す 方式の もの は， 手で 簡単に 切れる ように 

さび 形な どの 切 り 込み を 入れる。 

例 手で 開けられる フィルム 容器 (図 5 参照） 



切り口に はく 




产で' チ〜 




図 5 手で 開けられる フィルム 容器の 例 

b) 紙 箱に は， 連続 切 込み 部， 短冊 部 を 引く ことによって 容易に 開けられる こと。 

C) 軟 包装 材で シール された 容器 は， 十分な 大きさの 引き はがし 用 舌 部 を 引っ張る ことによって 容易に 開けられる こ 
と。 

例 ゼリー， プリ ン 容器 （図 6 参照） 
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図 6 ゼリー， プリン 容器の 例 

d) 缶の ふた は， プル タブ （フル オープン ともいう。) 構造と する。 
例 プル タブ 構造の 容器 (図 7 参照） 




図 7 プル タブ 構造の 容器の 例 

り ねじ 式 容器の 場合に は， ふたの 縦に 大きな 溝な ど を 設け， 手が ぬれてい ると きで も， 滑る ことが なく 容易に 開封 
できる こと。 

f) ラッピング フィルム， 熱 収縮 フィルム は， 開封 用 短冊な ど を 引く ことによって 容易に 開けられる こと。 



5. 握力が 低下した 使用者に おいても 使いやすい 容器の 形状 握力が 低下した 使用者に おいても 使いやすい 容器の 形 
状 は， 次に よる。 

a) 容器 を 持った ときの 滑り 防止の ために， 全体の 重さ *大 きさに 合った 形状と する。 
h) 容器の 表面に 手指が 掛かり やすいよう 凹凸の リブ， ら旋 状の リブな ど を 設ける こと。 
例 滑りに く く した 容器 (図 8 参照） 




図 8 滑りに くくした 容器の 例 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 包装 • 容器 

解説 

この 解説 は， 本体に 規定した 事柄， 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
こ の 解 m は， 財団法人 日 本 規格 協会が 編集 • 発行す る も ので あ り ， こ の 解説に 関す る 問い合わせ は 財団法人 日 本规 
格 協会に ご連絡く ださい。 

1. 制定の 趣旨 及び 経緯 

1.1 制定の 趣旨 現在， 我が国で は 急速な 高齢 化が 進展して おり， 介護 • 介助 を 必要と する 高齢者の 増加 は 今後 一 
層 深刻な 問題と なる。 

高齢者の 問題点の 一つ は， 加齢な どに よる 心身 機能の 低下に よって 日常生活 において 各種 生活 用品の 使用が 困難と 
なること である。 また， 障害者 も 健 常 者 を 想定して 設計され た 生活 用品 を 使用す る 際に 不便 さ を 感じて いる ことで あ 

る。 高齢者 • 障害者の 日常生活での 自立， さらに は 生活の 質 （Quality of'life) を 高める ために は， 高齢者' 障害者に 配 
慮 し た 生活 用 品の 提供が 必要で あ る 。 
このために は， 

a) 製品の 設計 開発 段階から 高齢者 • 障害者の ニーズに 配慮した 設計が なされ， 製品が 提供され る こと 

b) 同居 家族と 共同で 使用す る ことが 多い 生活 用品 は， 高齢者 • 障害者 だけでなく 健 常 者 も 使用し やすい 製品 （共用 
品） とする こと 

が 求められ ている。 

しかし， 製造 メーカー 各社の 製品 設計に おいて， 高齢者' 障害者の ニーズの 配慮 方法が 各社で 異なる と 逆に 高齢 
者 • 障害者に 混乱 を もたらす ことから， 配慮 方法の 標準化が 求められ ている。 

1998 年に 日本 工業 標準 調査 会から 出された "高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に 基づ 
き， 高齢者 • 障害者 を 含む すべての 人が 用いる 包装 • 容器に 関し， 識別 性 • 使用 性の 向上の ために 望ま しい 配慮 指針 
の 制定が 必要で あり， この 規格 を 制定す る ことと なった。 

1998 年 チュニジアで 行われた ISO (国際 標準化 委員会） の 第 20 回 COPOLCO (消費者 政策 委員会） 総会に おいて， 日本 
から 設置 提案 を 行った "高齢者 • 障害者へ 特別な ニーズ" の ワーキング グループ (WG) が 設置され， 日本が 議長 国と 
なった。 

1998 年 10 月から， 2000 年 2 月までに 5 回 開催され た ワーキンググループ (WG) において， 高齢者. 障害者の 特別な 二 
—ズ" 政策 宣言" 及び" ガイド （案）" の 作成 を 行った。 "政策 宣言" は 公布の 手続きが 進められ ている。 また， "ガイド 
(案）" に関して は， ISO/TMB の 下に Ad hoc TAG (作業 委員会） に 審議の 場 を 移行して 引き続き 検討す る ことと なり， 
2001 年 3 月 の 完成 を め ざ し 作業が 進め られる ことにな つた。 

1.2 制定の 経緯 "高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に基づいて 配慮 製品の 標準化 調 
査 研究の ために， 1998 年 6 月， 財団法人 日本規格協会に "高齢者' 障害者 配慮 生活 用品 標準化 調査 委員会" （委員長 
西 原 主計） を 構成し， 更に 関係者の 幅広い 意見 を 求める ために ワーキング グループ を 設置し， ニーズの 調査 を 実施し 
た。 更に 1.999 年 7 月に は， 包装 • 容器の 配慮 指針 を 検討す るた めに "パッケージ ワーキンググループ" を 設置し， 
2000 年 3 月までに 5 回の 委員会 を 行い， JIS 原案 作成の 審議が 行われた。 

1.2.1 消費者 ニーズの 調査 1998 年に， "高齢者 生活 用品 不便 さ 調査" を 行い， 高齢者の ニーズ を まとめた。 視覚 障 

解 1 
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害 者， 聴覚 障害者， 車い す 使用者な どに 関して は 既存の アンケート 調査 を まとめ 整理した。 アンケート 調査な どの 結 
果か ら 製品 別 に 生活 用 品 で 配慮す ベ き 事項 を 抽 出 した。 

1.2.2 不便 さの 分類 包装 '容器に 対する 不便 さは， 以下のような ものが 挙げられ ている。 

a) 選択， 識別の 不便 さ 

中身が 何で あるかが 分かりに く い （特に 容器 形状が 同 じで 中身が 多種 類の もの）。 

欲しい 情報が 読み取り づ らい （賞味期限， 調理 方法， 保管 方法な ど)。 

表示が 分かりにくい （文字の 大きさ • 形状 '色 合い， 難解な 用語 • 説明 内容)。 

b) 開けに くい， 再 封し にくい 不便 さ 開封の 位置， 方法が 分かりにく いため 説明 （表示） が 必要で ある。 

C) 持ちに くい， 取 出しに くい， 注ぎに くい 不便 さ 重過ぎる， 手指が かかりに くい， 容器が すべるな ど 持 ちづら 

い ' 

1.2.3 配慮 事項の 調査 既存の 包装 • 容器に ついて 消費者の 不便 さ を 解消す る ためにな されて いる 配慮 事項 を 抽出 

し， その 中から 標準化す る ことが 望ましい もの を 選択した。 規格の 作成に 当たって は， 使用者に とって 分かりやすい 
規格と する ように 留意し， 例示と して 図 を 挿入した。 

原案 は， 平成 12 年 6 月 15 日に 開催され た 日本 工業 標準 調査 会 消費生活 部会 (部会 長 小 見 山 ニ郎） の 審議 を 縫て 平 
成 12 年 10 月に 制定され た。 

2. 審議 中 特に 問題と なった 事項 例示と して 示した もの は， 現在 市販され ている もの 及び 現在 は 出回って いないが 
推奨され る ものの 両方 を 示した。 また， 例示の ぎざぎざ， 切 込みな どの 寸法 を 規定す る ほうがよ いという 意見 も あつ 
たが， 包装の 大きさに よって 決まる もの も あり 一概に は 決められな いため， 牛乳 パック 及び ジュース パック だけにと 
どめた 。また， 識別 は 類似の ものが 置かれて いる 場所 （例 浴室での シャンプー/リンスの 識別， 冷蔵庫 内での 牛乳/ 
ジュースの 識別） で 行われる こと を 対象と している。 

なお， 視覚 障害者 は， 容器の 形状で も 中身の 違い を 識別して おり， 内容物の 違いに よって， 容器の 形状 そのものが 
異なる ことが 本来 望ま しいとの 意見 もあった。 

3. 適用 範囲 この 規格で 取り扱つ ている 商品 は" 消費生活 製品の 包装 • 容器 (袋 を 含む。）" と 規定して いる。 "消費 
生活 製品" と は， 食品， 家庭用品 など 我々 の 身の回りで 使用す る もの を 対象と している。 

4. 規定 要素の 規定 項目の 内容 

4.1 定義 (本体の 2.) 現在 市中に 出回って いる 消費生活 用品に 対して 実施され ている 配慮 方法 及び 将来 考えられる 
方法 を 列挙した。 

4.2 包装 • 容器の 表示な どに 関する 配慮 事項 (本体の 3.) 

4.2.1 飲料 用紙 パックの 切欠き 屋根 型紙 パック 容器 は， 同一の 形状 容器 にもかかわらず 牛乳 や ジュース， そして 
茶 飲料な ど 様々 な 種類の 飲料 容器に 使用 されて お り ， 不便 さ 調査結果で も 識別 しに く い 容器の 上位に ランクされ てい 
た。 今回 例示した "切欠き" は， 主に 家庭内での 商品 識別 を 意識した もので 飲料の 種類 を 大き く 3 種類に 分けてい る。 
これ は あまり たくさんの 種類 だと 記憶し にくい ことが 理由で あり， 利用 頻度の 高さで" 牛乳"， "ジュース"， "その他" 
に 分ける ことにな つた。 

その他 製造 メーカー 名 や 商品 ブラン ド名 など， 商品の 購入 時に 必要な 情報 は 様々 な ものが あるが， 識別 マークで は 
そこまで は 困難で， 買物 補助な ど 他の 社会的 サポートの 仕組みと 組み合わせて 行われる ことが 必要で ある。 また， 例 
示した 寸法 は， 1999〜2000 年度に 牛乳 業界で 実施され た 農林水産省 補助 "牛乳 容器 識別 性向 上 モデル 事業" の 中で 実 
際に 実用化 された 方法から 示して いる。 屋根 型紙 パック 容器 は， 開け やす さの 関係から 開け 口 側の 密閉 度 を 調整して 
おり， "切欠き" を 付ける 場合 は 開け 口と 反対側に 例示した 大きさで 二つまで が 限界で ある。 
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4.2.2 ^ビール • 缶 入り 酒類への 点字 表示 缶 入りで 形状が 同一の 容器で， 中身が 異なる 内容物の 飲料が 市場に 出 
回って おり， 視覚 障害者の 方が 容器 を 手で 触っても 商 品 の 中 味が 識別 できない ことから， 誤 飲 を 招く こと が考 えられ 
る。 方法と して， 缶 ふた （蓋） に" ビール"， "おさけ" など， アルコール 飲料で ある ことが 認識で きる 文 言 を 点字で 表 
示す る ことと した。 点字に よる 識別に ついては， 

TR T 0007 ： 2000 紫外線 硬化 樹脂 ィ ンキ 点字 加工 技術 
に 詳述され ている。 

4.2.3 シャンプー/リンスの 識別 日本 化粧品 工業 連合会で 消費者に 対する 調査 を 行った 結果， 約 60 % の 人が 洗髪 

時シ ヤンブーと リンス を 間違えた 経験 を もっている こと が 判明した。 

各種の 識別 形態の 試作品 を 作製し， 実際に 視覚 障害者， 健 常 者に よって， 使用 した 際の 識別 効果 を 調査した ところ， 
同型 容器の 識別に は， 手で 触れた 感触に 訴える 方法に よる 識別が 最も 確実， 効果的で あるとの 結論 を 得た。 シャン プ 
一 • リンス 製品のう ち， 先に 使用す る シャンプー 容器の 側面に 凸 表示 を 刻む ことで 識別す る 方法 を 採用し， 使用 意向 
調査 を 行った ところ， 健 常 者， 視覚 障害者と もに， ぜひ 使って みたい との 回答が 多かった。 最初の 製品 は 199: し 年 か 
ら 市販され た。 ' 

なお， 脱色剤 及び 染毛 剤に ついても 同様に 識別に ついての 要望が 出た が， 今回 は 見送った。 また， 過去に 薬用 入浴 
液な どで 目盛の 代わり 又は 滑り止めの 目的で ぎざぎざ を 付けた ものが 一部の 商品に 見られた が， シャンプー/ リ ンス 
の 識別 用 ぎざぎざと 紛らわし いので 望ましくない。 

4.2.4 家庭 用 ラップの 識別 一般 家庭で 使用され る 家庭 用 ラップに は， アルミホイル， クッキング シートな どの 類 
似した 容器が あ り ， 類似 形態の 商品 と の 識別 を 視覚 障害者から 要望され ていた。 家庭 用 ラ ッ プ 技術 連絡会で 業界 と し 
て 識別 方法に 取り組み， 1998 年 6 月から 家庭 用ラ ッ プの 容器 側面に 図の よう な 円の 中に 丸 4 点つ きの W 文字 を 表示し 
た。 円の 直径 は 15 mm(±l rmn)， 記号の 浮き出し 高さ は 0.15 mm(±0,l mm) とし， 目で ji て もまた 指で 触れても 他 
の 類似した 容器との 識別 を 容易に している。 




4.3 開け やすくす るた めの 配慮 事項 (本体の 4.) バリア フリー 包装と して， 市中に 出回って いる 各種の 包装 • 容器 
に対して 実施され ている 配慮 事項 を 紹介した。 

4.3.1 フィルム 容器の 切 込み フィルム 容器の 切り込み は， U 型よりも V 型の ものの ほうが 開け やすい。 切 込みの 長 
さ 及び 形状に ついては， 包装 メーカー 各社で ミシン 目 加工 を 入れたり， フィルムの 開封し やすい 方向 性 を 利用す るな 
どの 工夫が 広がつ てきて いる。 

4.3.2 ゼリー • プリン 容器 引き はがし 用 舌 部の 形状， 寸法の 工夫 又は 表面 加工 （なし 目 模様に よる 滑り止め 加工） 
などに よる 開け やすい 改善 を 各社で 実施して いる。 

なお， 舌 部 を 大きく すると シー トの歩 留ま りが 悪くなる という 意見 もあった 力 《 ， 高齢者 • 障害者 を 配慮 するとなる 
ベく 大きな 舌 部が 望ましい。 

4.3.3 プル タブ 構造の 容器 プル タブが 開けに く レ、， 指が かかりに くいな どの 意見が あった。 開け やすくす るた め 
に プル タブの 部分 を 大き く して ほしい， 周り をへ こませて ほしいな どの 要望が 出されて おり， 今後の 改良が 望まれ 
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る。 

4,4 握力が 低下した 使用者に おいても 使いやすい 容器の 形状 (本体の 5.) 加齢に 伴い， 筋 繊維 径 のい （萎) 縮 や 神経 

支配の 異常な どに よって， 筋力が 次第に 低下す る。 握力に ついても 筋力と 同じ 傾向が あり， 容器 を 持ち やすく， かつ， 
滑りに くい 形状と する ことで 高齢者に とって 使い 勝手が よい ものと なる。 また， 瓶に く びれ を もたせる ことで 持ち や 
すく した 例 も ある。 



5. 懸案 事項 開け やす さの 定量 的な 評価 (例 引 張 強さ， ねじぶ たの トルクな ど） について は 試験 方法 を 標準化し， 
定められた 試験 方法に よって 測定 を 行い， 測定値と 開け やす さの 関係 を 調査す る ことが 今後 必要で ある。 各種の 包装 
方法に 対して 適切な 試験 方法 を 定め， 開け やす さ を 示す 推奨 値 を 標準化す る ことが 今後の 課題で ある。 また， 開け や 
す さとと もに 内容物の シール 性 を 保つ 必要が あり， この 両者 は 二律背反の 関係で あるが， 人間工学 的な 配慮 も 含めて 
適切な 数値 を 定める ことが 望まれる。 
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